
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告
　
⑤

「
社
教
セ
ミ
ナ
ー
」に
よ
る『
講
演
会
に
よ
る
市
民
性
の
高
揚
活
動
』

小
松
市
社
会
教
育
協
会

　

小
松
市
社
会
教
育
協
会
で
は
、
市
民

を
対
象
に
、
社
会
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
二
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
概
略
等
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
第
一
回
社
教
セ
ミ
ナ
ー

日　

時

　

六
月
十
日
（
土
）　

午
後
二
時
～

会　

場

　

芦
城
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　

あ
る
小
さ
な
民
俗
学
研
究
の
こ
と

　

～
舳
倉
島
の
海
女
の
灘
回
り
に

　
　

つ
い
て
～

講　

師

　

元
小
松
市
教
育
長　

矢
原
珠
美
子
氏

　

講
師
の
父
沖
谷
忠
幸
氏
が
、
昭
和
十

年
、
飯
田
高
等
女
学
校
に
在
任
中
に
書

か
れ
た
論
文
「
舳
倉
島
の
海
女
の
灘

回
り
」
の
発
見
に
至
る
ま
で
の
こ
と

や
、
そ
の
当
時
の
沖
谷
氏
に
関
す
る
活

動
、
そ
し
て
論
文
「
舳
倉
島
の
海
女
の

灘
回
り
」
に
つ
い
て
の
概
要
な
ど
が
話

さ
れ
た
。

　

舳
倉
島
の
海
女
の
昭
和
初
期
の
生
活

に
関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
貴
重

な
論
文
と
写
真
を
、
飯
田
町
西
勝
寺
住

職
の
西
山
郷
史
氏
が
発
見
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
発
見
に
至
っ
た
の
は
、

飯
田
高
校
九
十
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ

れ
た
、
沖
谷
氏
の
教
え
子
（
川
端
敏
子

氏
）
の
回
想
記
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に

「
先
生
と
と
も
に
、
奥
能
登
の
埋
も
れ

た
口
承
伝
説
、
民
話
の
採
集
、
方
言
や

土
語
の
蒐
集
、
ハ
レ
の
日
、
ケ
の
日
の

習
俗
の
採
集
や
行
事
の
記
録
な
ど
の
調

査
に
同
行
し
て
歩
い
た
」
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
き
っ

と
残
さ
れ
て
い
る
論
文
が
あ
る
は
ず
と
、

講
師
の
矢
原
氏
に
伝
え
ら
れ
て
、
探
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
論
文
集
「
社
会
経
済

史
学
」
に
海
士
船
の
写
真
と
と
も
に
掲

載
さ
れ
残
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
ら
、
雑
誌
「
社
会
経
済
史
学
」
四
巻

十
二
号
（
一
九
三
五
年
三
月
十
五
日
発

刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
た
。

　

ま
た
、
余
談
で
あ
る
が
、
西
山
郷
史

氏
は
、
沖
谷
忠
幸
氏
が
昭
和
四
年
か
ら

昭
和
十
二
年
ま
で
の
間
寄
宿
さ
れ
た
、

西
勝
寺
の
当
時
の
住
職
の
孫
で
あ
る
こ

と
。
更
に
父
沖
谷
忠
幸
氏
に
つ
い
て
の

略
歴
、
そ
し
て
柳
田
民
俗
学
、
折
口
民

俗
学
、
宮
本
民
俗
学
や
國
學
院
大
學
郷

土
研
究
会
の
こ
と
や
折
口
信
夫
教
授
と

の
出
合
い
な
ど
に
触
れ
ら
れ
た
。

　

論
文
「
舳
倉
島
の
海
女
の
灘
回
り
」

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

第
一
章　
「
灘
回
り
」
と
そ
の
時
期

・
灘
回
り
と
は

・
時
期 

島
渡
り 
六
月
十
日
～
十
四
日

　
　
　

 

離
島 　

十
月
一
日
～
三
日

　
　
　

 

自
宅
生
活 
約
二
十
日
間

　
　
　

 

灘
回
り 　

約
四
十
日
間

第
二
章 

滞
在
地
と
販
売
圏

・ 

輪
島
よ
り
東
の
外
浦
と
内
浦
全
海
岸

線

　
　

陸
回
り  

農
家
、
漁
家
の
納
屋
等

を
借
り
て
自
炊

　
　

船
回
り  

船
中
に
起
居 

商
品
は
納

屋
に
預
け
る

第
三
章　

商
品
に
つ
い
て

・ 

鰯
の
糠
漬
け
が
主　

六
千
尾
か
ら

一
万
三
千
尾

・ 

農
山
村
は
糠
い
わ
し
、
内
浦
沿
い
町

村
は
イ
カ
、
サ
ザ
エ

第
四
章　

販
売
状
況

・
上
得
意
は
奥
地
の
農
山
村

　

 

塩
辛
い
糠
い
わ
し
は
「
ヲ
カ
ド
」
用

の
「
ム
シ
マ
マ
」
の
副
食
に
適
す

・ 

商
品
取
引
は
海
産
物
と
米
の
物
々
交

換

　

 

米
一
升
に
つ
き　

鰯
二
五
尾
、
イ
カ

３
、
４
杯　

ワ
カ
メ
、
ヒ
ジ
キ
二
百

匁
・ 

販
売
は
女
性
、
男
性
は
留
守
居
を
し

て
子
守
そ
の
他
の
雑
事

・ 

十
一
月
ま
で
に
コ
メ
十
二
、
三
俵
か

ら
十
五
、
六
俵
集
め
る

・ 

二
、
七
の
市
（
飯
田
）
の
販
売
は
得

意
場
の
決
ま
り
は
な
く
臨
時
収
入

第
五
章　

子
弟
教
育
・
そ
の
他

・ 

明
治
期
設
立
の
海
士
小
学
校
の
生
徒

は
海
士
の
子
弟
の
み

　

 

夏
期
休
業
を
廃
し
灘
回
り
四
十
日
を

休
み
と
す
る

・
大
正
十
二
年　

海
士
小
学
校
廃
止

　

海
士
の
子
弟
は
輪
島
の
小
学
校
へ

　

 

四
十
日
間
学
校
を
休
ま
せ
て
灘
回
り

に
連
れ
て
く
る
家
も
あ
っ
た
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第
六
章　

帰
町

・
「
灘
回
り
」
終
了
後

　

 
女
性
は
越
冬
の
準
備　

薪
と
り
な
ど

男
性
は
近
海
漁
業
に
従
事

・ 

「
灘
回
り
」
後
再
び
渡
島
し
て
ボ
タ

ノ
リ
を
採
っ
て
越
年
す
る
者
も
あ
り

三
月
十
六
日
の
春
祭
に
は
全
町
民
海

士
町
へ
帰
っ
て
祭
り
を
祝
う

◎
第
二
回
社
教
セ
ミ
ナ
ー

日　

時

　

十
月
七
日
（
土
）
午
後
２
時
～

会　

場

　

芦
城
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　

 

那
谷
寺
・
小
松
天
満
宮
の
造
営
と
棟

梁
山
上
善
右
衛
門
の
作
風

講　

師

　

石
川
県
文
化
財
保
護
指
導
員

　

工
学
博
士　

田
中
徳
英
氏

　

講
師
の
長
年
の
研
究
を
通
し
て
、
加

賀
の
生
ん
だ
名
棟
梁　

山
上
善
右
衛
門

の
手
が
け
た
那
谷
寺
及
び
小
松
天
満
宮

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

那
谷
寺

　

那
谷
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
本
堂
、

三
重
塔
、
護
摩
堂
、
鐘
楼
、
書
院
及
び

庫
裏
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
堂
塔
は
参
道
の
両
側
の
切
り
立
っ

た
山
の
中
腹
に
建
て
ら
れ
、
参
道
と
は

石
段
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
奇

岩
遊
仙
境
」
は
、
観
音
霊
場
と
し
て
の

風
景
を
思
わ
せ
る
。

　

自
然
に
溶
け
込
ん
だ
堂
塔
の
拝
殿
、

三
重
塔
、
護
摩
道
、
鐘
楼
は
、
注
連
縄

が
は
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
の
逗
子
に
本

尊
を
祀
る
こ
と
は
寺
院
で
あ
る
。
ゆ
え

に
、
那
谷
寺
で
は
今
も
な
お
、
神
仏
習

合
の
文
化
が
色
濃
く
残
っ
た
ま
ま
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
殿
・
三
重
塔
な
ど
の
諸
堂
宇
は
、

寛
永
十
九
年
か
ら
開
帳
の
あ
っ
た
慶
安

二
年
ま
で
の
間
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
那
谷
寺
の
造
営
で
、
前
田
利

常
が
「
建
仁
寺
流
」
の
名
匠
・
山
上
善

右
衛
門
嘉
廣
を
重
用
し
た
こ
と
は
世
間

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

利
常
よ
り
真
言
宗
の
七
堂
伽
藍
に
つ

い
て
尋
ね
ら
れ
、
山
上
嘉
廣
は
伽
藍
の

地
取
り
図
、
家
系
の
由
緒
書
を
提
出
し
、

那
谷
寺
建
立
の
指
揮
を
仰
せ
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
（
山
上
善
右
衛
門
略
系
図
由

帳
）。
嘉
廣
は
棟
梁
と
し
て
那
谷
寺
の

堂
塔
を
完
成
さ
せ
、
瑞
龍
寺
、
小
松
天

満
宮
な
ど
、
加
賀
藩
の
多
く
の
枢
要
な

造
営
に
携
わ
っ
た
。

　

那
谷
寺
参
詣
の
人
た
ち
岩
窟
内
の
本

殿
の
回
り
を
巡
り
な
が
ら
、「
胎
内
く

ぐ
り
」
と
言
わ
れ
る
大
胆
な
発
想
を
取

り
入
れ
た
棟
梁
の
設
計
に
驚
か
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
鐘
楼
は
正
面
の
中
央
間
十
二

枝
、
脇
間
鶴
十
枝
、
側
面
柱
間
鶴
十
一

枝
と
、
建
仁
寺
流
の
大
工
技
術
書
に
合

致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
那
谷
寺

諸
堂
宇
に
お
い
て
、
嘉
廣
の
技
を
今
で

も
見
ら
れ
、
手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

小
松
天
満
宮

　

明
暦
三
年
、
前
田
利
常
は
祖
先
神
と

し
て
崇
拝
す
る
菅
原
道
真
を
祀
る
小
松

天
満
宮
を
造
営
し
た
。
社
殿
は
入
り
組

ん
だ
平
面
と
変
化
に
富
む
屋
根
の
構
成

に
、
当
時
の
権
現
造
（
日
光
東
照
宮
な

ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
）
を
意
識
し
て

い
る
。
建
物
は
本
殿
、
石
の
間
、
弊
殿

及
び
拝
殿
の
構
成
で
、
権
現
造
の
平
面

よ
り
少
し
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四

つ
の
平
面
は
大
き
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
い
る
。
拝
殿
は
正
面
に
千
鳥
破
風
と

軒
唐
破
風
を
付
け
て
い
る
が
、
権
現
造

り
の
建
物
で
も
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ

る
。

　

嘉
廣
は
社
殿
・
神
門
の
作
事
を
指
揮

し
て
完
成
さ
せ
た
。
小
松
天
満
宮
の
本

殿
妻
飾
り
、
拝
殿
千
鳥
破
風
の
虹
梁
大

瓶
束
式
に
お
け
る
緩
や
か
な
虹
梁
の
曲

線
や
大
瓶
束
の
結
綿
、
木
鼻
の
上
巻
の

渦
な
ど
に
、
建
仁
寺
流
の
特
徴
が
見
て

取
れ
る
。

　

ま
た
、
小
松
天
満
宮
社
殿
の
細
部
意

匠
は
、
和
様
を
主
体
に
、
禅
宗
様
の
様

式
も
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
嘉
廣

は
こ
の
作
事
で
神
社
建
築
ら
し
い
和
様

の
様
式
に
も
技
を
よ
く
発
揮
し
て
い
る
。

な
お
、
寛
政
二
年
の
西
町
山
王
権
現
祭

礼
曳
山
舞
台
棟
札
に
よ
れ
ば
、
建
仁
寺

流
の
技
法
は
小
松
の
大
工
に
も
浸
透
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

参
考

山
上
善
右
衛
門
の
手
が
け
た
作
品
（
建

築
物
）
を
列
記
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

寛
永
十
九
年　

那
谷
寺
本
堂

　
　
（
本
殿
・
唐
門
・
拝
殿
）

　
　
　
　
　
　
　

三
重
の
塔

　
　
　
　
　
　
　

護
摩
堂　

鐘
楼

　

正
保　

四
年　

護
国
八
幡
宮
拝
殿

　

慶
安　

四
年　

日
石
寺
本
堂

　

承
応　

三
年　

気
多
神
社
拝
殿

　

明
暦　

頃　
　

瑞
龍
寺
法
堂

　

明
暦　

三
年　

 

小
松
天
満
宮
社
殿
・

神
門

　

万
治　

二
年　

瑞
龍
寺
仏
殿

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
那
谷
寺
、
小
松
天

満
宮
は
「
小
松
の
宝
」
と
言
え
る
も
の

で
あ
る
。

　

注
釈

和
様
と
禅
宗
様

　

和
様
と
は
鎌
倉
時
代
に
伝
え
ら
れ
た

禅
宗
様
の
建
築
に
対
し
て
、
仏
教
伝
来

と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
建
築
の
様

式
を
基
に
、
日
本
化
し
た
様
式
を
い
う
。

ま
た
、
禅
宗
様
と
は
、
鎌
倉
時
代
、
禅

宗
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
宋
の
建
築
様

式
を
い
う
。
和
様
と
と
も
に
寺
院
建
築

の
二
支
流
の
一
つ
と
な
っ
た
。
唐
様
と

も
い
う
。（
報
告
担
当　

清
丸
亮
一
）
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